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 新刊サロンを昨年の６月に始めて、早

いもので１年が経ちます。参加者の８割

は１回の参加、２割が複数回の参加とい

う状況でした。１年に１回でもいい、都

合のつくときに参加していただこう、新

刊本の情報提供と同時に、自由な情報交

換の場としていただこうと始めた催しな

ので、毎回集まった方々の自由な話し合

いを中心に進めてきました。 

 子どもの本の「いま」について話して

みませんか。「毎回の参加は無理だから」

「特に子どもの本にかかわっているわけ

ではないから」といった気兼ねはいりま

せん。当日の参加も可能です。子ども図

書研究室でお待ちしています。 

（裏面にて、予定を紹介します。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      『みっくん、光のヴァイオリン 

―義手のヴァイオリニスト 

        ・大久保美来』 

こうやまのりお／著 

佼成出版社 

201３年 1 月 

 

 佼成出版社の感動ノンフィクションシリーズ

の１冊。「みっくん」は、先天性の障害のために

右手のひじから先がない女の子である。３歳で

義手をつけ、ヴァイオリンを始める。練習を重

ね、聴覚に障害を持つ作曲家と出会い、小学校

５年の時にはコンサートを開くまで上達する。 

本書には、みっくんの誕生から小学６年までの

成長の軌跡が記されている。 

みっくんの右手の写真も数多く収録されてお

り、両親の肯定的な障害観がよく分かる１冊で

ある。【小学校中学年から】      （青木） 

    

『さわるめいろ』 

 

村山純子／著・デザイン 

小学館 

201３年２月 

 

 「てんじつきさわるえほん」というシリーズ

の１冊。このほか、偕成社から『ノンタンじど

うしゃぶっぶー』、こぐま社から『こぐまちゃん

とどうぶつえん』と、３冊同時に出版された。 

 本書は、美しい色合いの、和文様を思わせる

迷路の上に、樹脂インクで盛り上げ印刷をして

あり、目の見える子も見えない子も一緒に、触

って楽しむことができる。三角がスタートで、

丸がゴール。目を閉じてたどってみると、なか

なか難しく、そして面白い。コストを抑えるた

めの蛇腹折り製本。【４、５歳から】  （鈴木） 

知識 

◇イベント情報 その１◇
◆国立国会図書館 国際子ども図書館 主催
「日本の子どもの文学―国際子ども図書館

所蔵資料で見る歩み」 
児童文学者コーナー 第５回 新美南吉 

 『ごんぎつね』『手ぶくろを買いに』…新美南吉

の童話は、今も広く読みつがれています。南吉が何

を語り、私たちが何を読み取ってきたのか、生誕１

００年を機会に考えてみましょう。 

期間：２０１３年８月１８日（日）まで 

 （月曜日、第３水曜日、国民の祝日・休日は休館）

時間：午前９時３０分～午後５時 

会場：国際子ども図書館３階 本のミュージアム 

  （東京都台東区上野公園１２－４９） 

入場無料

新着資料から 
絵本

◇子ども図書研究室のテーマ展示◇ 
ただいま展示中です！ 

  ◆新聞展にあわせて…「新聞の本」 

  ◆「夏の課題図書」 



 

 

県立中央図書館  

子ども図書研究室講演会 

 

 

 

どもの文学を「かわいい」とか「夢がある」

といったことばで括ろうとする大人たち。

それはそのまま子どもに対峙する大人たちの精

神の粗さ、貧しさをあらわしてはいないでしょ

うか。具体的に作品を挙げながら、この辺の問

題を皆さんと共にいま一度考えていってみたい

と思います。 

◆ 

師としてお招きする清水眞砂子先生が、今

回の講演会に寄せて下さったこの文章か

らは、今の子どもの文学に対しての危機感が現

われているように感じられます。 

子どもの文学について改めて考えてみるよい

機会です。皆様のご参加をお待ちしています。 

◆ 
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◆ 

子ども図書研究室では団体利用も受け付けて

います。グループでの選書などにご利用くださ

い。学校図書館で購入する図書を各学年の先生

方で選んだり、図鑑や百科事典など実際に手に

取って内容を見比べたりすることができます。

ご希望があれば担当職員が図書に関するご相談

にも応じます。 

先生方による選書風景 

（杉田） 

子 

講 

◇イベント情報 その２◇ 
◆県立中央図書館  

子ども図書研究室講演会のご案内 
「かわいいだけが子どもの本？ 

 ―いま、子どもの文学を考える―」

講師：清水 眞砂子（しみず まさこ）氏

（翻訳家、評論家、青山学院女子短期

大学名誉教授） 

日時：平成２５年７月１９日（金） 

   午後１時～３時 

会場：県立中央図書館 講堂 

対象：１５歳以上の方（中学生を除く） 

定員 １６０人（先着順） 

申込：５月２１日（火）から 

   来館、電話、FAX またはＥメールで 

電話：０５４－２６２－１２４６ 

FAX：０５４－２６４－４２６８ 

E メール： 

ｗebmaster＠tosyokan.pref.shizuoka.jp 

 

◇イベント情報 その３◇ 

◆新刊サロンのご案内 

新刊を囲んでおしゃべりしませんか？ 

第１回  ６月１９日（水） 

第２回  ８月 21 日（水） 

第３回 １０月１６日（水） 

第４回 １２月１８日（水） 

    いずれも午前１０時３０分から 

会 場：県立中央図書館 子ども図書研究室

申込み：来館・電話・ＦＡＸまたはＥメール

でお申し込みください。 

開催約１か月前から HP のイベント

情報に案内を出し、受付をします。

なお、当日のご参加も可能です。 

問合せ：県立中央図書館  

静岡市駿河区谷田５３－１ 

TEL：０５４－２６２－１２４６ 

FAX：０５４－２６４－４２６８ 


